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 要  旨 
日本医療機能評価機構の医療事故情報収集等事業が発行した平成 21 年年報によると、同年の 1













第 2 章では、与薬作業の現状把握のため A 病院でヒアリング調査をした。また、被験者実験の
方法を設定する際、必要な情報を得るために B 病院で実際に現場の確認作業に立ち会い、情報収
集した。 
第 3 章では、第 2 章での調査を反映させ、医療現場に近い想定の実験の方法を設定した。本研
究では、各確認作業の作業精度と所要時間という評価関数に対するダブルチェックの効果だけで
なく、確認作業が他の作業へ及ぼす影響についても着目した。 







最後に第 6 章として、本研究をまとめ、本研究の留意点と発展可能性について述べた。 
 
